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議案・補正予算などを慎重に審議
６月定例会

　

第
75
回
定
例
会
を
６
月
６
日
か
ら
25
日
ま

で
20
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
条
例
の
改
正
や
契
約
の
締
結
な

ど
を
慎
重
に
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま

し
た
。

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
、

議
長
を
除
く
議
員
全
員
に
よ
る
「
補
正
予
算

特
別
委
員
会
（
坂
谷
高
義
委
員
長
）」
で
審

査
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
主
な
質
疑
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。歳

入
国庫補助金　がんばる地域交付金
※基金の取り崩しや起債の発行を減らすことに活用します。

7 億 8,194 万円

歳
出 コミュニティ助成事業助成金（国際理解事業） 200 万円

地域再生拠点等プロジェクト支援事業実施支援
費補助金（山南・上久下地区 地域づくり事業） 500 万円

地域再生拠点等プロジェクト支援事業実施支援
費補助金（市島・前山地区 地域づくり事業） 400 万円

大規模栗園整備事業（工事請負費） △ 1,247 万円

６月補正予算の主な内容

委員会での主な質疑 6 月定例会
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ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち
じ
ま
大
ホ
ー

ル
舞
台
機
構
等
改
修
工
事
請
負

契
約

問　

予
定
価
格
２
億
６
３
０
０
万

円
の
工
事
に
市
外
業
者
の
２
者
の

み
が
応
札
し
て
い
る
。
工
事
概
要

は
舞
台
の
吊
物
、
照
明
、
音
響
の

工
事
だ
が
、
こ
の
３
部
門
の
工
事

を
分
け
て
発
注
す
れ
ば
、
多
く
の

市
内
業
者
が
参
加
で
き
た
の
で
は

な
い
か
。

　

ま
た
、
入
札
に
応
じ
た
２
者
の

社
名
は
類
似
し
て
い
る
が
、
関
連

は
な
い
の
か
。

答　

舞
台
の
吊
物
、
照
明
、
音
響

の
電
源
ケ
ー
ブ
ル
の
配
線
、
配
管

な
ど
を
一
部
共
用
し
て
お
り
、
一

括
で
工
事
発
注
を
す
れ
ば
安
価
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
者
に
関
し
て
は
、
昭

和
29
年
７
月
に
は
提
携
関
係
に

あ
っ
た
も
の
の
、
昭
和
50
年
に
提

携
関
係
を
解
消
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
別
会
社
と
し
て
事
業
を

継
続
さ
れ
、
他
市
の
入
札
に
お
い

て
も
競
合
し
て
い
る
事
例
を
多
数

確
認
し
て
お
り
、
丹
波
市
で
も
別

会
社
と
認
定
し
て
い
ま
す
。

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会

設
置
条
例
の
制
定

問　

協
議
会
の
委
員
は
、
家
庭

で
の
課
題
、
学
校
外
で
の
い
じ
め

な
ど
の
対
応
も
す
る
な
ら
ば
、
教

育
委
員
会
や
学
校
か
ら
だ
け
で
な

く
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
も
加

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

家
庭
や
学
校
外
は
、
川
西
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
や
教
育
委
員

会
内
の
家
庭
児
童
相
談
室
の
委
員

で
対
応
し
ま
す
。

▲ライフピアいちじま

中
学
校
、
小
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

購
入
契
約

問　

中
学
校
で
パ
ソ
コ
ン
５
８
５

台
、
授
業
支
援
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な

ど
が
８
３
４
８
万
４
０
０
０
円
で
、

小
学
校
で
は
パ
ソ
コ
ン
１
１
７
９

台
、
授
業
支
援
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な

ど
が
１
億
９
１
９
１
万
６
０
０
０

円
で
落
札
さ
れ
て
い
る
。
平
均
す

る
と
１
台
約　

万
円
の
計
算
に
な

る
が
、
５
年
前
の
購
入
額
と
比
較

す
る
と
高
額
す
ぎ
な
い
か
。

　

ま
た
、
市
内
業
者
の
み
に
分
割

発
注
す
れ
ば
、
市
内
の
経
済
効
果

が
あ
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ
の
サ

ポ
ー
ト
が
終
了
し
た
た
め
、
値
段

は
高
止
ま
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
に
氷
上
中
学
校
の
パ
ソ
コ

ン
な
ど
の
購
入
に
お
い
て
市
内
業

者
の
み
で
指
名
入
札
を
行
い
ま
し

た
が
、
不
調
に
終
わ
り
ま
し
た
。

今
回
、
一
括
発
注
で
市
外
業
者
を

含
め
た
一
般
競
争
入
札
を
実
施
し

ま
し
た
。

問　

財
源
は
何
か
。

答　

購
入
の
た
め
に
基
金
を
積
み

立
て
て
お
り
、
今
回
、
こ
の
基
金

を
取
り
崩
し
て
財
源
を
確
保
し
ま

し
た
。
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委
員
会
で
の
主
な
質
疑

　

本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
、
委
員
会
で
さ
ら
に

詳
し
く
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
総
務
常
任
委
員
会

　

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議

　

会
設
置
条
例
の
制
定

問　

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協

議
会
の
設
置
目
的
は
何
か
。

答　

い
じ
め
の
防
止
な
ど
に
関
係

す
る
機
関
や
団
体
と
連
携
し
、
い

じ
め
の
防
止
と
早
期
発
見
、
い
じ

め
へ
の
対
処
策
を
円
滑
に
実
施

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。

問　

協
議
会
の
委
員
に
は
保
護

者
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

保
護
者
代
表
と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

か
ら
２
名
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
募
委
員
の
増
員
や
民
生

委
員
・
児
童
委
員
へ
の
委
嘱
は
今

後
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

中
学
校
、
小
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

　

購
入
契
約

問　

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
耐
用
年

数
が
あ
と
１
年
あ
る
と
聞
く
が
、

な
ぜ
今
年
度
購
入
す
る
の
か
。

答　

使
用
し
て
い
る
Ｏ
Ｓ
の
Ｘ

Ｐ
問
題
が
あ
り
、
対
策
に
約

３
５
０
０
万
円
の
費
用
が
掛
か
る

こ
と
か
ら
１
年
前
倒
し
で
購
入
す

る
も
の
で
す
。

問　

機
器
購
入
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
資
料
に
基
づ
く
詳
細
な

説
明
や
有
識
者
な
ど
に
よ
る
選

定
委
員
会
の
設
置
が
必
要
で
は

な
か
っ
た
か
。

答　

選
定
委
員
会
の
設
置
や
十
分

な
説
明
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題

と
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

購
入
価
格
に
つ
い
て
の
コ

ス
ト
削
減
、
入
札
に
お
け
る
競

争
性
の
効
果
な
ど
は
確
保
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答　

入
札
に
お
け
る
予
定
価
格
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
表
さ
れ
て
い

る
最
低
価
格
、
ま
た
は
、
メ
ー
カ
ー

見
積
り
を
参
考
に
設
定
し
て
い
ま

す
。
入
札
に
つ
い
て
も
、
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
競
争
性
の
確
保
は
で

き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
常
任
委
員
会

　

防
災
行
政
無
線
通
信
施
設
の

　

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
改
正

問　

今
後
の
設
置
予
定
は
。

答　

平
成
26
年
度
は
山
南
地
域
、

青
垣
地
域
に
設
置
が
完
了
す
る
予

定
で
す
。
戸
別
受
信
機
は
７
月
か

ら
設
置
す
る
予
定
で
す
。
他
の
地

域
は
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

問　

聞
き
に
く
い
地
域
の
対
策
は
。

答　

谷
間
は
放
送
が
入
り
に
く
い

の
で
、
２
次
中
継
局
を
作
り
、
受

信
し
や
す
く
し
ま
す
。

　

火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

問　

昨
年
の
福
知
山
市
で
発
生

し
た
花
火
大
会
の
火
災
を
踏
ま

え
た
条
例
改
正
だ
が
、
ど
の
く

ら
い
の
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
が
対

象
か
。

答　

火
気
器
具
な
ど
を
使
用
す
る

露
店
を
含
み
１
０
０
軒
以
上
出
る

イ
ベ
ン
ト
が
対
象
で
す
。「
柏
原

厄
除
大
祭
」
や
、「
愛
宕
祭
」
が

想
定
さ
れ
ま
す
。

人
事
案
件

　

各
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
同

意
・
推
薦
案
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

　

人
権
擁
護
委
員

　
青
垣
町
栗
住
野　

中な
か
や
ま山　

謙け
ん
い
つ逸

春
日
町
黒
井　

植う
え
き木　

時と
き
こ子

　

農
業
委
員
会
委
員
（
議
会
推
薦
）

　
氷
上
町
賀
茂　

兼か
ね
こ古　

愛あ
い
こ子

青
垣
町
中
佐
治　

足あ
だ
ち立　

信の
ぶ
あ
き昭

春
日
町
牛
河
内　

足あ
だ
ち立　

眞し
ん
い
ち一

市
島
町
南　

尾お
ま
つ松　

政ま
さ
あ
き明

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正　
　
　
　
　
　
（
５
月
臨
時
会
）

反
対
討
論　
　

西
脇　

秀
隆

ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち
じ
ま
大
ホ
ー
ル

舞
台
機
構
等
改
修
工
事
請
負
契
約

の
締
結反

対
討
論　
　

木
戸
せ
つ
み

税
条
例
の
一
部
改
正

反
対
討
論　
　

西
脇　

秀
隆

中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
購
入
契
約
の
締
結

反
対
討
論　
　

西
本　

嘉
宏

賛
成
討
論　
　

太
田　

一
誠

反
対
討
論　
　

横
田　
　

親

小
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
購
入
契
約
の
締
結

反
対
討
論　
　

西
本　

嘉
宏

労
働
者
保
護
の
ル
ー
ル
見
直
し
反
対
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願

賛
成
討
論　
　

西
脇　

秀
隆

全
国
市
議
会
議
長
会
議
員
表
彰

　

５
月
28
日
に
東
京
都
に
お
い

て
、
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
、
永
き
に
わ

た
り
活
躍
さ
れ
て
い
る
議
員
に

表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
議
員　
　

奥
村　

正
行
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第
　
回
臨
時
会
で
の
質
疑

　

５
月
29
日
に
開
催
し
、

条
例
の
改
正
な
ど
を
慎
重

に
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
可

決
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　

一
部
改
正

問　

保
険
税
が
世
帯
当
た
り
、
５
・

８
％
、
９
０
０
０
円
以
上
値
上
げ

に
な
る
（
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

分
、
介
護
納
付
金
含
む
）。
医
療
給

付
が
２
億
円
以
上
ア
ッ
プ
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

る
の
か
。

答　

医
療
給
付
費
の
中
で
、
薬
価

が
11
％
の
高
い
伸
び
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切

り
替
え
を
推
進
し
て
薬
価
を
抑
え

る
な
ど
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

問　

前
年
度
繰
越
金
や
基
金
も
つ

ぎ
こ
み
、
保
険
税
の
値
上
げ
を
抑

え
る
努
力
を
し
て
い
る
の
は
評
価

し
た
い
。
し
か
し
、
も
は
や
そ
れ

で
は
限
界
が
あ
り
、
一
般
会
計
か

ら
の
法
定
外
繰
り
入
れ
を
す
る
し

か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

基
金
の
６
割
を
取
り
崩
し
、

残
り
は
約
１
億
円
で
、
大
変
厳
し

い
会
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。
繰
越
金

や
基
金
を
全
て
充
当
し
て
も
、
な

お
大
幅
に
保
険
税
を
引
き
上
げ
ざ

る
を
得
な
い
場
合
に
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
法
定
外
繰
り
入
れ
も
検
討

す
べ
き
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
見
小
学
校
大
規
模
改
造

及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
新

築
工
事
請
負
契
約
の
締
結

問　

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
の
か
。

答　

特
別
教
室
に
は
設
置
し
て
い

ま
す
が
、
普
通
教
室
は
、
第
４
次

学
校
整
備
計
画
で
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

問　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
基
準

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

３
階
建
て
以
上
の
校
舎
に
は

設
置
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
２
階

建
て
で
も
改
築
時
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

問　

過
去
の
大
規
模
改
修
時
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
な
か
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

答　

平
成
25
年
度
か
ら
の
第
３
次

学
校
整
備
計
画
で
、
学
校
を
地
域

拠
点
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
計
画

に
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
の
改
修

時
に
は
設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

74

　持続的成長につながる安心して働くことのできる
　　　　　　　　　　　労働法制の整備を求める意見書

　平成 26 年４月現在、我が国の雇用者数は 5,548 万人であり、働く者のうち約９割が雇用関係にあ
ります。この「雇用社会日本」の主人公である雇用労働者が安定的な雇用と公正な処遇の下で安心
して働くことができる環境を整備することが、デフレからの脱却、ひいては日本経済・社会の持続
的な成長のために必要です。
　６月の月例経済報告によると、「雇用情勢は着実に改善している」とされたが、デフレ下で先送り
されていた人材への投資を促すことが重要であり、引き続き雇用拡大が求められます。
　現在、労働法制については、労使それぞれの立場からの意見を踏まえ、労働者派遣法の改正や限
定正社員制度など雇用形態のあり方に関する様々な課題が議論されていますが、持続的成長には、
生産性の向上が不可欠であり、そのためには、労働者が個々の能力を発揮し安心して働くことがで
きる安定した労働環境づくりが求められます。
　よって、国におかれては、雇用形態のあり方に関する労使双方の意見を十分に踏まえ、持続的成
長につながる安心して働くことのできる労働法制を整備されるよう強く要望いたします。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出します。

　　平成 26 年６月 25 日

　衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・総務大臣・厚生労働大臣　様

兵庫県丹波市議会議長　　奥　村　正　行

意見書を提出しました



少人数学級の推進、義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書
　子どもたちにゆたかな教育を保障することは、社会の基盤づくりにとってきわめて重要なことである。
しかしながら、義務教育費国庫負担金の負担割合が２分の１から３分の１に縮小されたことや、地方交付税
削減の影響、厳しい地方財政の状況などから、自治体において教育予算を確保することは困難となっている。
　地方財政が逼迫している中、少人数教育の推進、学校施設、旅費、教材費、就学援助・奨学金制度など教
育条件の自治体間格差が拡がり、非正規教職員の雇用も増加している。
　さらに、就学援助受給者の増大にあらわれているように、社会全体として低所得者層の拡大・固定化がす
すんでおり、所得の違いが教育格差につながってきている。
　自治体の財政力や保護者の所得の違いによって、子どもたちが受ける「教育水準」に格差があってはならない。
したがって、教育予算を国全体として、確保・充実させる必要があることから、国においては、下記事項を
実現されるよう強く求める。

記

１　少人数学級を推進すること。具体的な学級規模は、ＯＥＣＤ諸国平均並みの豊かな教育環境を整備する 
　　ため、30 人以下学級とすること。
２　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに、国負担割合
　　を２分の１に復元すること。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

　　平成 26 年６月 25 日

　内閣総理大臣・財務大臣・文部科学大臣・総務大臣　様

兵庫県丹波市議会議長　　奥　村　正　行

意見書の提出 第 74 回臨時会
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手話言語法の制定を求める意見書
　手話とは、日本語を音声ではなく手や指、体などの動きや顔の表情を使う独自の語彙や文法体系を持つ言
語であり、音声が聞こえない、音声で話すことができない聴覚障害者にとって、日常を営む上で、大切な情
報獲得とコミュニケーションの手法である。
　これまで、平成 18 年 12 月の国連総会において「障害者権利条約」が採択され、平成 20 年に発効された。
同条約第２条には、「「言語」とは、音声言語及び手話その他の形態の非音声言語をいう」と定義され、手話
が言語として国際的に認知された。
　我が国においては、平成 25 年 12 月に条約の締結が国会で承認され、平成 26 年２月 19 日から発効している。
また、平成 23 年８月に改正された障害者基本法では、「全ての障害者は、可能な限り、言語（手話を含む。）
その他の意思疎通のための手段についての選択の機会が確保される」と定められ、手話は言語に含まれると
明記された。
　さらに、同法の第 22 条では、国、地方公共団体に対して情報保障施策を義務づけていることから、手話
が日本語と対等な言語であることを示し、日常生活、職場、教育の場で手話を使った情報の提供やコミュニ
ケーションが保障され、自由に社会参加できることを目指す、手話言語法を広く国民に知らせていくことや、
自由に手話が使える社会環境の整備を国として実現する必要がある。
　よって、国におかれては、上記の内容を盛り込んだ「手話言語法」を早期に制定するよう強く要望する。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。
　　平成 26 年６月 25 日

　衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・厚生労働大臣　様

兵庫県丹波市議会議長　　奥　村　正　行



一般質問 議案審議結果
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承認第１号 平成 25 年度一般会計補正予算（第７号）の専決処分の承認 [ ４月臨時会 ] 

承認第２号 税条例の一部を改正する条例制定に係る専決処分の承認 [ ４月臨時会 ]

決議第１号 不正事務処理・不正入札事件調査特別委員会の調査経費の追加に関する決議 [ ４月臨時会 ]

議案第 62 号 吉見小学校校舎大規模改造及びエレベーター棟新設工事請負契約の締結 [ ５月臨時会 ]

同意第７号 人権擁護委員の候補者の推薦

議案第 65 号 市有財産の無償譲渡（北山自治会）

議案第 66 号 防災行政無線通信施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

議案第 67 号 字の区域変更

議案第 68 号 火災予防条例の一部改正

議案第 69 号 いじめ問題対策連絡協議会設置条例制定

議案第 70 号 いじめ問題調査委員会設置条例制定

議案第 71 号 特別職に属する非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

議案第 72 号 平成 26 年度一般会計補正予算（第１号）

議案第 73 号 環境基本条例の一部改正

議案第 74 号 旅館業等建築に関する条例の一部改正

議案第 77 号 大手会館改修工事請負契約の締結

推薦第１号 農業委員会委員の推薦

請願第１号 光回線通信の導入に向けての請願

請願第３号 少人数学級の推進、義務教育費国庫負担制度拡充に関する請願

請願第５号 手話言語法制定について意見書の提出を求める請願

意見書第１号 持続的成長につながる安心して働くことのできる労働法制の整備を求める意見書

意見書第２号 少人数学級の推進、義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書

意見書第３号 手話言語法の制定を求める意見書

議　　　　　案

垣
内　

廣
明

臼
井
八
洲
郎

坂
谷　
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義

岸
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昇

木
戸
せ
つ
み

土
田　

信
憲

山
本　

忠
利
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秀
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藤
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悟
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平
井　

孝
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前
川　

豊
市

横
田　
　

親

林　
　

時
彦

荻
野　

拓
司

奥
村　

正
行

議決結果

議案第 61 号　国民健康保険税条例の
一部改正（５月臨時会）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

原案可決
（賛 17、反２）

同意第６号  人権擁護委員の候補者の推
薦

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

同意
（賛 16、反３）

議案第 63 号  ライフピアいちじま大ホー
ル舞台機構等改修工事請負契約の締結

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

原案可決
（賛 18、反１）

議案第 64 号  税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

原案可決
（賛 17、反２）

議案第 75 号  中学校ＩＣＴ機器購入
契約の締結

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × × ○ 議
長

原案可決
（賛 13、反６）

議案第 76 号　小学校ＩＣＴ機器購入
契約の締結

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × × ○ 議
長

原案可決
（賛 13、反６）

請願第４号　労働者保護のルール見直し
反対を求める意見書の採択を求める請願

× ○ × × ○ × × × × × ○ ○ × × ○ ○ × × × 議
長

不採択
（賛６、反 13）

■賛否の分かれた議案

■全員賛成で可決・同意した議案
４月臨時会・５月臨時会・６月定例会　議案の審議結果
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岸
田
　
昇
議
員
　

分
庁
舎
方
式
見
直
し
を

検
討
す
べ
き
だ

前
川
豊
市
議
員
　

柏
原
支
所
の
移
転
は

27
年
４
月
な
の
か

　
　

現
在
の
分
庁
舎
方
式
を

　
　

見
直
し
、
新
庁
舎
建
設

に
向
け
て
早
急
に
再
検
討
す

べ
き 

で
な
い
か
。

　
　

庁
舎
等
整
理
統
合
基
本

　
　

計
画
で
当
面
分
庁
舎
方

式
を
維
持
す
る
と
結
論
づ
け

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
計
画

を
見
直
す
か
ど
う
か
、
議
会

と
も
十
分
な
相
談
を
重
ね
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

新
庁
舎
の
配
置
場
所
を

　
　

氷
上
工
業
団
地
・
年
輪

の
里
周
辺
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

基
本
計
画
で
示
さ
れ
た

　
　

柏
原
・
氷
上
・
春
日
地

域
の
内
で
選
定
す
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
、
他
の
公
共
施

設
の
あ
り
方
も
含
め
た
合
意

形
成
を
図
り
ま
す
。

　
　

市
島
、
柏
原
支
所
機
能

　
　

移
転
と
観
光
協
会
柏
原

支
部
提
案
の
観
光
拠
点
施
設

を
如
何
に
進
め
て
行
く
の
か
。

　

　
　

行
政
機
能
全
体
の
あ
り

　
　

方
を
検
討
し
、
柏
原
支

部
の
提
案
は
観
光
拠
点
と
し

て
有
意
義
な
方
策
で
あ
り
、

地
元
と
の
合
意
形
成
、
調
整

を
図
り
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　
　

柏
原
支
所
周
辺
は
、
歴

　
　

史
的
建
造
物
群
を
有
し
、

高
度
な
観
光
地
へ
と
誘
導
す

る
法
的
整
備
を
進
め
て
は
。

　
　

地
域
住
民
の
理
解
と
合

　
　

意
を
図
り
、
関
係
部
署

と
の
連
携
し
た
法
令
整
備
な

ど
に
よ
り
、
良
好
な
景
観
形

成
の
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

柏
原
支
所
の
移
転
問
題

　
　

に
つ
い
て
、
市
長
は
こ
れ

ま
で
「
強
引
に
は
進
め
な
い
」

と
答
弁
し
て
い
る
。
そ
れ
な

ら
ば
、
24
年
１
月
に
出
さ
れ

た
柏
原
総
代
協
議
会
長
宛
の

公
文
書
「
柏
原
支
所
を
27
年

４
月
に
柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー

に
移
転
す
る
。」
と
い
う
の
を

取
り
消
し
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　

柏
原
支
所
の
移
転
に
つ

　
　

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

議
会
答
弁
の
と
お
り
、
強
引

に
進
め
る
も
の
で
な
く
、
地

元
の
合
意
形
成
が
必
要
で
現

時
点
で
は
、
地
元
の
合
意
形

成
が
整
っ
て
い
る
と
は
言
え

ず
、
少
な
く
と
も
平
成
27
年

４
月
の
支
所
機
能
移
転
は
行

わ
な
い
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
　

柏
原
地
域
の
認
定
こ
ど

　
　

も
園
を
協
議
さ
れ
た
地

域
協
議
会
は
、
委
員
の
名
前

も
公
表
せ
ず
、
条
例
に
も
基

づ
か
な
い
任
意
の
会
で
あ
り
、

委
員
の
個
人
的
な
意
見
に
過

ぎ
ず
、
住
民
の
総
意
で
な
い
。

　
　

任
意
の
会
で
あ
り
ま
す

　
　

が
、
各
種
団
体
の
代
表

で
あ
り
、
出
さ
れ
た
結
論
は

重
み
が
あ
る
も
の
と
考
え
ま

す
。　

　
　

任
意
の
会
の
意
見
を
聞

　
　

か
れ
る
の
な
ら
、
別
の

任
意
の
会
か
ら
出
た
違
っ
た

意
見
も
同
じ
よ
う
に
検
討
し

て
も
ら
え
る
の
か
。

　
　

ど
う
い
う
団
体
に
し  

　
　

ろ
、
そ
の
方
々
の
思
い

を
理
解
し
て
、
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

　

問問問

問

問問

問

答答

答答

答

答 答

一 般 質 問

一 般 質 問

△有効利用が求められる氷上工業団地

△現行の公立の保育所と幼稚園の存続を求める
　署名 1247 名分が市長に提出された。

　一般質問とは、市政全般にわたり、市長その他の執行機関に対し、事務執行の状況や将来への方針などについて所信を
ただしたり、報告や説明を求め、今後の政策提言に活かしていくことをいいます。
　６月定例会の内容をみなさんにお伝えします。
　なお、この一般質問の原稿は、それぞれ質問した議員が作成しています。

 市政を
  　ただす
 市政を
  　ただす

一
般
質
問

一
般
質
問

６
月
定
例
会

６
月
定
例
会
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西
脇
秀
隆
議
員
　

国
保
税
の
市
民
負
担
軽
減
を

荻
野
拓
司
議
員
　

今
後
の
次
世
代
育
成
支
援

行
動
の
対
策
は

　

平
井
孝
彦
議
員
　

ご
み
分
別
の
「
統
一
基
準
」
と

周
知
方
法
は

　
　

５
月
議
会
で
、
国
保
税
が

　
　

一
世
帯
平
均
で
６
７
９
５

円
引
き
上
げ
さ
れ
た
。
物
価

も
消
費
税
も
上
が
り
、
市
民
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を
圧
迫
し
て
い
る
。
国
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軽
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は
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て
い
な
い

の
か
。
財
源
は
市
債
の
繰
り

上
げ
償
還
金
の
１
割
を
使
え

ば
で
き
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の
で
は
な
い
か
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医
療
費
が
大
き
く
伸
び

　
　

国
保
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政
が
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
国
保

基
金
を
１
億
６
０
０
０
万
円

取
り
崩
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

基
金
を
取
り
崩
し
て
も
大
幅

に
国
保
税
引
き
上
げ
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
時
は
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
も
検
討
し

ま
す
。

　
　

市
の
非
常
勤
一
般
職
員
・

　
　

臨
時
職
員
の
待
遇
改
善

は
考
え
て
い
る
の
か
。
官
製

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生
み
出

し
て
い
な
い
か
。

　
　

平
成
24
年
度
に
賃
金
改

　
　

善
を
行
い
ま
し
た
。
厚

生
労
働
省
の
「
有
期
労
働
契

約
の
締
結
、
更
新
及
び
雇
い

止
め
の
基
準
」
は
十
分
理
解

し
対
応
し
て
い
ま
す
。
正
規

職
員
同
様
、
誠
意
を
も
っ
て

対
応
し
て
い
ま
す
。

　
　

指
定
管
理
、
業
務
委
託

　
　

な
ど
、
そ
こ
で
働
く
労

働
者
の
賃
金
を
労
務
単
価
の

90
％
に
す
る
な
ど
の
「
公
契

約
条
例
」
を
制
定
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
「
公
契
約
条
例
」
に
つ
い

　
　

て
は
引
き
続
き
情
報
収

集
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

平
成
15
年
の
国
の
「
次

　
　

世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
」
の
制
定
を
受
け
、
市

で
は
、
26
年
度
ま
で
の
10
カ

年
の
「
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
①
行

動
計
画
の
管
理
お
よ
び
評
価

を
行
う
と
し
て
い
る
が
、
実

際
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の

か
。
②
国
は
、
さ
ら
に
10
年

間
の
法
の
延
長
を
図
る
が
、

市
は
今
後
ど
の
よ
う
に
つ
な

い
で
い
く
考
え
か
。
③
全
国

的
に
取
組
み
の
進
ん
だ
島
根

県
雲
南
市
は
、
子
ど
も
と
社

会
の
関
わ
り
を
重
要
視
し
た

様
々
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
た
。
丹
波
市
は
、
ど
う
丹

波
に
愛
着
を
持
っ
て
く
れ
る

子
ど
も
を
育
て
る
教
育
が
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
　

平
成
27
年
４
月
に
新
ク

　
　

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
稼

働
す
る
。
市
で
は
、
新
分
別

収
集
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
向

け
て
、
啓
発
と
周
知
を
図
ら

れ
て
い
る
が
、
特
に
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
出
し
方
が

旧
町
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
で
、

統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
丹
波

市
の
新
ご
み
分
別
の
基
本
方

針
と
「
統
一
基
準
」
の
更
な

る
周
知
と
啓
発
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。

　
　

ご
み
の
減
量
化
と
資
源

　
　

活
用
が
原
則
で
す
。
廃

棄
物
処
理
の
基
本
は
発
生
抑

制
・
再
使
用
・
再
利
用
と
考

　
　

①
10
年
間
の
総
括
と
し

　
　

て
、
概
ね
計
画
通
り
進

捗
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

少
子
・
高
齢
化
や
核
家
族
化

が
ま
す
ま
す
進
行
す
る
中

で
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
基

盤
整
備
は
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
べ
き
主
要
課
題
で

す
。
②
平
成
27
年
度
か
ら
新

た
な
支
援
法
で
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
③
ふ
る
さ
と
教

育
の
一
層
の
充
実
を
は
か
る

た
め
、
本
年
度
「
ふ
る
さ
と

教
育
研
究
部
」
を
設
け
、
地

域
素
材
を
活
か
し
た
教
育
活

動
を
研
究
・
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

え
て
い
ま
す
。
容
器
プ
ラ
・

空
き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
は
、
残
り
水
の
利
用
で
汚

れ
を
取
り
除
き
出
し
て
い
た

だ
く
よ
う
周
知
を
図
り
ま

す
。

　
　

国
で
は
、
昨
年
安
倍
総

　
　

理
の
肝
い
り
で
、「
世
界

最
先
端
Ｉ
Ｔ
国
家
創
造
宣
言
」

を
閣
議
決
定
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
利

用
の
社
会
を
目
指
し
て
、
取

組
み
を
進
め
て
い
る
。
丹
波

市
の
地
理
空
間
・
防
災
・
減
災
・

統
計
情
報
な
ど
の
、公
共
デ
ー

タ
の
公
開
と
各
部
局
デ
ー
タ

の
電
子
化
を
図
り
情
報
の
一

元
化
と
共
有
が
重
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　

地
理
空
間
情
報
を
除
き
、

　
　

オ
ー
プ
ン
・
デ
ー
タ
の

公
開
は
順
次
進
め
ま
す
。
10

月
、
発
刊
予
定
の
「
暮
ら
し

の
ガ
イ
ド
」
に
合
わ
せ
デ
ー

タ
化
を
進
め
ま
す
。

問問

問

問

問

問

答

答

答 答

答

答

一 般 質 問

一 般 質 問

一 般 質 問

△廃プラスチックごみの選別風景

△国保税　下げて！

△次世代育成支援行動計画
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林
　
時
彦
議
員
　

　

  

太
田
喜
一
郎
議
員
　

統
合
病
院
の
素
案
づ
く
り
を

迅
速
に

「
今
ま
で
の
水
を
飲
み
た
い
」

を
前
提
に
策
を

　
　
　

藤
原
　
悟
議
員
　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

運
用
見
直
し
を

　
　

動
き
の
な
い
病
院
統
合

　
　

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

市
が
積
極
的
に
場
所
選
定
や

運
営
形
態
、
赤
十
字
病
院
の

負
債
肩
代
わ
り
な
ど
に
つ
い

て
発
言
し
て
い
く
べ
き
だ
。

　
　

統
合
病
院
の
素
案
づ
く

　
　

り
に
は
、
市
の
意
見
も
お

聞
き
し
た
い
と
病
院
局
か
ら

言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
民
の
安
全
安
心
に
直
接
関

わ
る
問
題
で
す
の
で
、
し
っ

か
り
と
意
見
を
伝
え
ま
す
。

　
　

住
民
セ
ン
タ
ー
や
地
域

　
　

の
拠
点
に
無
料
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
設
置
す
る
こ
と
は
時

代
の
趨
勢
で
あ
る
。
早
急
に

　
　
「
今
ま
で
の
水
を
飲
み
た

　
　

い
」
を
前
提
に
、
桟
敷

水
源
の
原
水
を
西
芦
田
浄
水

場
に
送
水
し
ブ
レ
ン
ド
後
、

浄
化
し
青
垣
及
び
幸
世
地
区

に
給
水
す
る
と
と
も
に
、
東

芦
田
新
水
源
の
原
水
は
桟
敷

浄
水
場
に
直
接
送
水
し
浄
化

後
、
春
日
地
域
に
給
水
す
る

こ
と
は
可
能
か
。
そ
の
場
合

事
業
費
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　

提
案
の
工
法
は
可
能
で

　
　

す
。
導
水
管
往
復
10
㎞

や
水
管
橋
の
新
設
、
お
よ
び

実
施
設
計
費
用
な
ど
概
算
で

約
12
億
円
と
な
り
ま
す
。

　
　

計
画
で
は
、
春
日
地
域

　
　

で
必
要
と
す
る
給
水
量

は
日
量
３
８
７
０
ｔ
と
な
っ

て
い
る
。
春
日
へ
給
水
す
る

場
合
、
桟
敷
浄
水
場
の
供
給

能
力
、
日
量
１
４
６
０
ｔ
で

は
不
足
す
る
。
氷
上
中
央
浄

水
場
か
ら
融
通
す
る
の
か
。

そ
の
際
、
中
央
地
区
の
給
水

設
置
す
る
べ
き
だ
。

　
　

通
信
技
術
の
発
展
は
、

　
　

国
民
市
民
に
多
大
の
便

益
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
時
代

の
趨
勢
と
考
え
て
い
ま
す
。
次

年
度
以
降
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

公
明
正
大
な
入
札
執
行

　
　

の
た
め
、
兵
庫
県
が
導

入
し
た
新
制
度
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
方
法
を
考
え
る
べ
き

だ
。

　
　

新
制
度
は
情
報
漏
洩
防

　
　

止
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。
予
定
価
格
の
公
表
な
ど

も
含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

　
　

性
化
の
た
め
に
も
、
地

方
公
務
員
は
率
先
し
て
、
自

治
会
活
動
に
関
わ
り
、
地
域
消

防
団
に
も
加
入
す
る
べ
き
だ
。

　
　

丹
波
市
職
員
憲
章
や
自

　
　

治
基
本
条
例
で
も
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
に
努

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
積

極
的
に
地
域
に
関
わ
り
ま
す
。

量
は
確
保
で
き
る
の
か
。

　
　

氷
上
中
央
浄
水
場
の
能

　
　

力
は
日
量
４
７
４
０
ｔ

と
な
っ
て
お
り
春
日
へ
日
量

２
０
７
０
ｔ
送
水
し
ま
す
。

中
央
地
区
の
必
要
量
は
葛
野

地
区
も
含
め
日
量
２
６
７
０

ｔ
で
給
水
を
確
保
し
ま
す
。

　
　

市
原
浄
水
場
は
供
給
能

　
　

力
１
９
０
０
ｔ
、
供
給
量

９
０
８
ｔ
で
約
48
％
と
余
力
が

あ
り
、
東
芦
田
新
水
原
の
水

量
に
匹
敵
す
る
。
理
由
は
。

　
　

西
芦
田
浄
水
場
の
供
給

　
　

量
を
超
え
な
い
と
い
う

確
約
を
地
元
と
交
わ
し
て
い

ま
す
。

　
　

総
合
病
院
へ
通
院
す
る

　
　

場
合
の
旧
町
間
連
結
場

所
と
し
て
待
合
所
の
設
置
を
。

　
　

旧
町
を
ま
た
が
な
い
で

　
　

利
便
性
の
向
上
が
図
れ

る
点
で
は
大
変
有
効
で
あ

り
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
に
提
言
し
ま
す
。

　
　
「
野
菜
を
食
べ
よ
う
！
野

　
　

菜
か
ら
食
べ
よ
う
！
」

運
動
の
積
極
的
な
推
進
を
。

　
　

野
菜
の
摂
取
目
標
を
一

　
　

日
３
５
０
ｇ
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
飲
食
店

な
ど
の
来
客
向
け
に
、
野
菜

を
使
っ
た
季
節
の
レ
シ
ピ
の

設
置
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

健
康
た
ん
ば
21
の
計
画

　
　

改
定
に
あ
た
っ
て
は「
社

会
参
加
」
の
分
野
追
加
を
。

　
　

地
域
の
つ
な
が
り
が
健

　
　

康
に
影
響
す
る
と
の
指

摘
も
あ
り
、
社
会
参
加
さ
れ

る
方
が
増
え
る
対
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

こ
ど
も
た
ち
の
読
書
意

　
　

欲
を
高
め
、
励
み
に
な
る

「
読
書
通
帳
」
制
度
の
導
入
を
。

　
　

記
帳
を
楽
し
み
に
読
書

　
　

量
が
増
え
る
な
ど
、
読

書
意
識
を
高
め
る
一
助
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

学
校
教
育
に
お
い
て
地

　
　

域
と
の
連
携
強
化
を
図

り
、「
ふ
る
さ
と
教
育
」充
実
を
。

　
　

ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実
を

　
　

図
る
た
め
、
本
年
度
か

ら
教
育
研
究
室
に
お
い
て
、
ふ

る
さ
と
教
育
研
究
部
を
創
設

し
研
究
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

問問

問

問問

問問

問問問

問 問

答

答 答

答

答答答

答答答

答答

一 般 質 問

一 般 質 問

一 般 質 問

△中央浄水場からも春日へ送水されます

△読書履歴などが記帳できる「読書通帳」

△病院を守ろう！（草刈ボランティア）
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足
立
克
己
議
員
　

農
林
業
政
策
に
つ
い
て

　

西
本
嘉
宏
議
員
　

高
浜
・
大
飯
原
発
事
故
の

対
応
に
つ
い
て

　

横
田
　
親
議
員
　

市
民
参
加
型
の
市
政
運
営
へ

の
具
体
策
は

　
　

東
芦
田
新
水
源
に
つ
い

　
　

て
の
政
策
は
先
の
ば
し

に
す
る
つ
も
り
か
。

　
　

良
い
方
策
を
導
き
出
し

　
　

ご
理
解
を
得
た
う
え
で

計
画
を
進
め
て
い
く
方
針
で

す
。

　
　

市
当
局
は
職
員
に
対
し

　
　

研
修
会
な
ど
を
、
ど
の

よ
う
に
開
催
さ
れ
た
か
。

　
　

幹
部
会
議
、
部
課
長
会

　
　

議
の
開
催
や
月
例
の
課

内
会
議
を
開
催
し
て
、
情
報

共
有
や
問
題
意
識
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
　

転
作
目
標
に
関
係
な
く
、

　
　

機
械
助
成
が
で
き
な
い
か
。

　
　

来
年
度
の
要
望
調
査
か

　
　

ら
、
補
助
要
件
と
し
な

い
方
向
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

国
、
県
な
ど
の
補
助
で

　
　

市
の
森
林
整
備
事
業
が
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
き
た
か
。

　
　

森
林
管
理
１
０
０
％
作

　
　

戦
推
進
事
業
が
始
ま

り
、
整
備
さ
れ
た
林
内
作
業

道
を
活
用
し
、
よ
り
多
く
の

森
林
整
備
が
実
施
さ
れ
る
よ

う
、
国
や
県
の
造
林
補
助
制

度
の
動
向
を
見
据
え
な
が

ら
、
森
林
整
備
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

国
道
４
２
９
号
改
修
促

　
　

進
協
議
会
と
市
で
丹
波

市
に
お
い
て
決
起
集
会
を
開

く
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　
　

市
内
で
の
決
起
集
会
を

　
　

開
催
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
開
催
日
、
会
場
、
内

容
な
ど
を
調
整
し
て
い
き
ま

す
。

　
　

県
の
「
放
射
性
物
質
拡

　
　

散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

結
果
」
に
よ
る
対
応
と
、
福

井
地
裁
の
大
飯
原
発
差
し
止

め
判
決
の
見
解
を
求
め
る
。

　
　

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用

　
　

な
ど
、
市
内
外
の
避
難

者
の
受
け
入
れ
マ
ニ
ュ
ア
ル

策
定
な
ど
暫
定
的
な
対
応

が
必
要
と
考
え
ま
す
。
大

飯
原
発
差
し
止
め
判
決
の
、

１
０
０
％
安
全
を
確
保
す
る

経
済
活
動
は
非
現
実
的
で
、

専
門
家
の
意
見
も
聞
く
な
ど

不
十
分
な
点
も
あ
っ
た
と
考

え
ま
す
。　
　

　
　

市
長
の
メ
デ
ィ
ア
活
用

　
　

の
進
捗
は
ど
う
か
。

　
　

検
討
し
ま
し
た
が
、
細

　
　

か
な
対
応
を
考
え
る
と

現
状
の
と
お
り
広
報
や
直
接

の
対
話
の
場
に
て
発
信
す
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

　
　

３
月
に
提
案
し
た「
ニ
ー

　
　

ト
・
ひ
き
こ
も
り
」
に

関
す
る
支
援
体
制
に
つ
い
て

進
捗
は
。

　
　

毎
週
第
２
、４
木
曜
日

　
　

に
、
ひ
き
こ
も
り
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
い
、

予
約
が
な
い
場
合
も
学
校
や

関
係
課
と
の
情
報
交
換
に
取

り
組
む
な
ど
支
援
体
制
を
充

実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
　

教
育
現
場
の
根
本
的
な

　
　

課
題
解
決
に
向
け
、
反

転
授
業
な
ど
の
検
討
は
。

　
　

反
転
授
業
に
は
、
そ
の

　
　

効
果
と
と
も
に
様
々
な

　
　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着

　
　

陸
場
の
多
く
は
小
中
学

校
の
グ
ラ
ン
ド
で
、
散
水
や

「
支
援
隊
」
の
準
備
な
ど
様
々

な
問
題
点
が
あ
る
。
市
有
地

や
遊
休
農
地
な
ど
活
用
し
、

小
学
校
区
ご
と
に
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

市
内
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

　
　

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト（
離

着
陸
場
）
は
、
19
カ
所
、
小
中

学
校
な
ど
公
共
施
設
で
の
課
題

は
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

意
見
も
参
考
に
安
全
で
管
理
の

し
や
す
い
着
陸
場
の
増
設
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　

集
団
的
自
衛
権
の
行
使

　
　

容
認
な
ど
海
外
で
戦
争
を

す
る
国
を
目
指
す
危
険
な
動
き

に
つ
い
て
、
見
解
を
問
う
。

　
　

憲
法
９
条
は
、
憲
法
の

　
　

三
大
原
則
の
一
つ
で
、
二

度
と
戦
争
に
よ
る
悲
劇
が

あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
恒
久
平

和
を
強
く
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

課
題
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら

今
後
、
調
査
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

　
　

優
れ
た
活
動
を
行
う
市

　
　

民
と
職
員
を
表
彰
す
る

制
度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　

意
欲
的
に
市
政
に
関
わ

　
　

る
市
民
や
職
員
を
増
や

す
意
味
で
も
、
意
義
の
あ
る

も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
の
で
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問問 問

問

問問

問

問問問

問

答答答

答

答答

答

答答答

答

一 般 質 問

一 般 質 問

一 般 質 問

△朝来市の林道整備の状況

△差し止め判決が出された「大飯原発」

△市内で行われたエネルギー勉強会の様子

問答
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流
出
人
口
か
ら
み
た
数

　
　

値
的
人
口
減
少
の
考
え

方
や
休
日
診
療
の
考
え
方
は
。

　
　

特
に
女
性
が
安
心
し
て

　
　

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

を
展
開
し
、
定
住
促
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

医
療
は
市
民
の
関
心
も
高

く
、
引
き
続
き
最
大
限
の
努

力
を
行
う
こ
と
が
人
口
減
少

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

ペ
ッ
ト
検
査
に
よ
る
が

　
　

ん
予
防
対
策
は
。

　
　

高
度
な
検
査
で
す
が
、

　
　

高
額
で
も
あ
り
ま
す
。

国
が
示
す
検
診
の
受
診
率
向

上
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
　

人
口
が
多
い
地
区
ほ
ど

　
　

事
務
は
煩
雑
に
な
る
が
、

な
ぜ
交
付
金
は
少
な
い
の
か
。

　

市
の
「
元
気
な
地
域
づ
く

り
事
業
」
は
平
成
27
年
度
で

終
わ
る
が
そ
の
後
の
展
開
を

ど
う
す
る
か
。

　
　

交
付
金
は
推
進
員
人
件

　
　

費
を
定
額
と
し
施
設
規

模
、
自
治
会
、
世
帯
、
人
口

の
比
例
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
地
域
づ
く
り
事
業
の

実
績
を
検
証
し
、
交
付
金
の

構
成
比
率
な
ど
も
含
め
検
討

し
ま
す
。

　
　

本
年
度
、
葛
野
地
区
は

　
　

２
０
０
０
万
円
、
上
久

　

  　

太
田
一
誠
議
員
　

　

  　

坂
谷
高
義
議
員
　

　

  　

木
戸
せ
つ
み
議
員
　

人
口
減
少
を
学
校
と
医
療
で

横
断
的
に
考
え
る

こ
れ
か
ら
の
市
を
ど
う
構
築

す
る
考
え
か

地
域
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

　
　

学
校
整
備
に
お
け
る
木

　
　

造
化
・
木
質
化
の
取
組

み
は
。

　
　

教
育
委
員
会
と
施
設
建

　
　

築
課
が
連
携
し
、
第
３

次
学
校
施
設
整
備
計
画
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
学

校
統
合
に
お
け
る
地
域
資
源

の
活
用
方
策
の
検
討
や
地
域

の
意
見
、
要
望
を
十
分
に
聞

い
て
事
業
実
施
を
考
え
ま
す
。

　
　

地
元
産
業
を
生
か
し
た

　
　

公
共
建
物
の
整
備
の
考

え
方
は
。

　
　

促
進
法
や
木
材
の
利
用

　
　

に
つ
い
て
国
に
準
じ
て

行
う
計
画
で
す
。
は
じ
め
の

段
階
と
し
て
木
質
を
活
用
し

て
い
き
ま
す
。
ま
ち
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
に
も
産
業
と

し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
青
垣
で
校
舎
建
築
に

も
取
り
か
か
り
ま
す
が
、
地

域
の
意
見
や
要
望
を
聞
く
中

で
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

２
０
４
０
年
に
20
～
39
歳

　
　

の
女
性
が
50
％
以
上
減

少
す
る
市
区
町
村
を
消
滅
可

能
性
都
市
と
し
、
全
国
８
９
６

の
町
が
発
表
さ
れ
、
兵
庫
県

29
市
の
中
で
、
丹
波
市
を
含

め
て
11
市
が
そ
の
中
に
入
っ

て
い
る
。
こ
の
人
口
流
出
試

算
を
井
戸
知
事
も
「
警
鐘
に

な
る
」
と
評
価
さ
れ
今
後
の

動
き
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　

ま
ず
丹
波
は
Ｊ
Ｒ
福
知
山

線
の
複
線
化
、
国
道
４
２
９

号
榎
峠
ト
ン
ネ
ル
化
、
そ
し

て
舞
鶴
若
狭
道
の
市
島
地
域

で
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現

で
あ
る
。
市
長
の
考
え
は
。

　
　

福
知
山
線
の
複
線
化
は

　
　

今
後
も
粘
り
強
く
要
望

活
動
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て

複
線
化
だ
け
を
目
的
と
す
る

の
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
一
緒
に
な
っ
て
土
地
利

用
や
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
中
で
市
内
の
駅
利
用

増
進
施
策
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

　

国
道
４
２
９
号
は
地
元
住

民
の
方
で
組
織
さ
れ
て
い
る

改
修
促
進
合
同
協
議
会
と
丹

波
市
・
福
知
山
市
の
行
政
な

ど
で
組
織
す
る
改
修
促
進
同

盟
会
と
が
連
携
し
兵
庫
県
・

京
都
府
へ
要
望
し
、
今
年
は

丹
波
市
内
で
決
起
大
会
を
検

討
し
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
は
こ
れ
か
ら
も
交
通
量

の
推
移
や
沿
線
の
開
発
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
検
討
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

下
地
区
は
１
０
０
０
万
円
の

県
事
業
の
採
択
を
受
け
次
の

事
業
展
開
を
図
ら
れ
る
が
、

他
の
23
地
区
も
今
後
県
の
事

業
を
申
請
で
き
る
の
か
。

　
　

県
は
新
た
に
「
が
ん
ば

　
　

る
地
域
交
流
・
自
立
応

援
事
業
」
を
展
開
し
ま
す
の

で
他
の
地
区
も
県
に
申
請
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　

加
古
川
水
系
丹
波
圏
域

　
　

下
流
部
河
川
整
備
計
画

と
そ
の
進
捗
は
。

　
　

県
は
井
原
橋
付
近
の
樋

　
　

門
改
修
を
完
了
し
ま
し

た
の
で
今
後
、
前
川
橋
ま
で

の
堤
防
嵩
上
げ
な
ど
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
　

牧
山
川
の
堆
積
土
砂
の

　
　

除
去
は
ど
う
す
る
か
。

　
　

牧
山
川
に
つ
い
て
は
、

　
　

県
よ
り
小
野
尻
川
合
流

点
付
近
の
堆
積
土
砂
を
除
去

す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問問

問問

問問

問

問問

答

答答答

答答

答

答

答

一 般 質 問

一 般 質 問

一 般 質 問

△地域づくりを太陽光発電で

△木質公共建物の資料と地域医療の体系図

△ＪＲ福知山線の現状
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田
坂
幸
恵
議
員
　

　

  　

臼
井
八
洲
郎
議
員
　

各
種
事
業
協
力
加
盟
店
の

取
組
み
は 

水
道
問
題
に
つ
い
て
市
長
の

責
任
の
取
り
方
は

　
　

兵
庫
県
を
含
め
２
府
８

　
　

県
で
、
18
歳
未
満
の
子

ど
も
が
い
る
世
帯
の
子
育
て

支
援
を
対
象
に
し
た
割
引
、

特
典
サ
ー
ビ
ス
を
行
う「
ひ
ょ

う
ご
子
育
て
応
援
の
店
」
を

県
と
連
携
し
て
推
進
す
る
考

え
は
。

　
　

市
内
で
は
43
店
舗
の
登

　
　

録
が
あ
り
ま
す
。
多
く

の
事
業
者
が
参
加
す
る
よ
う

積
極
的
な
推
進
を
考
え
て
い

ま
す
。

　
　

自
公
の
与
党
両
党
は
６

　
　

月
11
日
に
、「
女
性
の
活

躍
推
進
加
速
化
法
案
」
を
提

出
し
た
。
２
０
２
０
年
ま
で

　
　

こ
の
度
の
水
道
部
の
一

　
　

連
の
不
祥
事
に
お
い
て
、

市
長
は
何
一
つ
責
任
を
と
っ
て

お
ら
れ
な
い
。
こ
の
４
月
か
ら

の
公
営
企
業
管
理
者
設
置
も
、

責
任
回
避
に
思
え
る
。
す
ぐ

に
辞
め
る
か
、
後
始
末
だ
け

を
し
て
辞
め
る
時
期
を
明
確

に
す
る
の
か
し
な
い
と
、
も

は
や
市
民
は
黙
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
市
民
の
声
に

ど
の
よ
う
に
答
え
る
の
か
。

　
　

一
連
の
不
祥
事
に
お
い

　
　

て
は
、
議
会
の
百
条
委

員
会
と
市
が
設
置
し
た
第
三

者
委
員
会
で
真
相
究
明
と
再

発
防
止
を
協
議
願
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
報
告
を
も
と
に
人

事
考
査
査
委
員
会
で
職
員
の

処
分
を
審
議
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
そ
の
時
に
合
わ
せ
て

私
自
ら
の
管
理
責
任
に
つ
い

て
も
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　

法
に
基
づ
き
公
営
企
業

管
理
者
は
設
置
し
ま
し
た

に
指
導
的
立
場
の
女
性
の
割

合
を
３
割
へ
と
引
き
上
げ
、

女
性
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
を
強
化
す
る
と
し
て
い

る
が
、
市
の
取
組
み
は
。

　
　

男
女
共
同
参
画
の
推
進

　
　

と
と
も
に
、
ま
ず
、
市

役
所
か
ら
女
性
が
生
き
生
き

と
活
躍
の
場
を
作
り
、
女
性

の
指
導
的
立
場
の
登
用
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

　
　

消
防
団
員
応
援
制
度
の

　
　

導
入
は
。

　
　

来
年
４
月
に
報
酬
や
出

　
　

動
手
当
の
見
直
し
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
　

廃
校
の
活
用
は
。
ま
た
、

　
　

窓
口
の
設
置
を
問
う
。

　
　

地
域
の
意
見
や
要
望
を

　
　

聞
き
、
具
体
的
な
検
討

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
窓
口
は

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
、
市
長
と
し
て
、
ま
た
こ

れ
ま
で
管
理
し
て
き
た
者
と

し
て
、
非
常
に
重
い
責
任
を

感
じ
て
い
ま
す
。
私
自
身
も

こ
の
問
題
か
ら
逃
避
す
る
こ

と
な
く
、
管
理
者
と
と
も
に

問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
に

協
議
し
て
い
き
、
方
向
を
定

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

謝
罪
の
気
持
ち
も
あ
り
ま
す

し
、
早
く
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
十

分
感
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

問問

問問

答

答

答答 答

一 般 質 問

一 般 質 問

△氷上住民センターで開かれた第三者委員会

△ひょうご子育て応援の店ステッカー

９月定例会の予定
１ 月 本会議（議案提案） 9：30

３ 水 本会議（一般質問） 9：00

４ 木 本会議（一般質問） 9：00

５ 金 本会議（一般質問） 9：00

９ 火 本会議（議案・決算質疑、付託） 9：30

11 木 総務常任委員会 9：30

12 金 民生常任委員会 9：30

16 火 産業建設常任委員会 9：30

19 金 本会議（決算以外の議案採決） 9：30

22 月 決算特別委員会 9：30

24 水 決算特別委員会 9：30

25 木 決算特別委員会 9：30

26 金 決算特別委員会 9：30

30 水 本会議（議案の採決） 9：30
　　　＊上記の日程につきましては、変更となる場合もありますので、
　　　　最新の情報はホームページでご確認ください。
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松
本
市
議
会
で
は
、
平
成
21
年
３

月
議
会
で
、「
議
会
基
本
条
例
」
を

可
決
、「
政
策
提
案
・
提
言
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

政
策
提
案
・
提
言
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
常
任
委
員
会
ご
と
に
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
１
年
を
通
じ
て
研
究
・

検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
全
議
員

に
よ
る
「
政
策
討
論
会
」
で
議
論
を

行
い
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
、
市
長

へ
提
言
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

ま
で
に
14
件
の
政
策
提
案
・
提
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
色
あ
る
議
会
運
営
と
し

て
、
基
本
条
例
施
策
推
進
組
織
を
設

置
、
３
つ
の
部
会
に
分
け
て
全
議
員

が
参
加
、
加
え
て
進
行
管
理
部
会
も

設
置
さ
れ
、
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

丹
波
市
議
会
で
も
、「
事
務
事
業

評
価
」
と
の
関
連
も
検
討
し
な
が
ら
、

松
本
市
議
会
に
学
び
つ
つ
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
の
運
営
に

つ
い
て　
　
　
　
（
長
野
県
茅
野
市
）

　

茅
野
市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
一

般
会
計
の
補
正
予
算
の
審
議
は
、
総

務
常
任
委
員
会
に
付
託
し
審
査
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
の
地
方
自
治
法
改
正

で
、
複
数
の
常
任
委
員
会
へ
の
所
属

が
可
能
に
な
り
、
議
長
を
除
く
全
議

員
の
構
成
に
よ
り
予
算
決
算
常
任
委

員
会
を
設
置
し
、
一
般
会
計
補
正
予

算
も
あ
わ
せ
て
審
査
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
分
割
審
査
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

３
常
任
委
員
会
の
再
編
に
つ
い
て

も
議
論
さ
れ
ま
し
た
が
、
結
局
こ
れ

ま
で
通
り
の
３
常
任
委
員
会
と
予
算

決
算
常
任
委
員
会
の
４
つ
常
任
委
員

会
と
し
て
い
ま
す
。

　

丹
波
市
議
会
で
も
、
予
算
決
算
常

任
委
員
会
や
３
常
任
委
員
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
お
り
、

早
い
時
期
に
結
論
を
出
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

公
契
約
条
例
に
つ
い
て

（
福
岡
県
直
方
市
）

　

直
方
市
に
お
い
て
は
、
合
併
破
た

ん
後
の
平
成
17
年
度
か
ら
行
財
政
改

革
に
取
り
組
み
、
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
や
業
務
の
民
間
委
託
を
積
極

的
に
推
進
し
、
財
政
面
で
メ
リ
ッ
ト

が
出
た
反
面
、
事
業
者
間
の
競
争
激

化
に
よ
る
新
た
な
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

を
生
み
出
し
て
い
る
と
の
指
摘
を
受

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

直
方
市
は
、
入
札
制
度
に
お
い
て

最
低
制
限
価
格
の
事
前
公
表
に
よ

り
、
低
価
格
入
札
が
常
態
化
し
て
い

た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
公
契
約
制
度
導
入
の
機

運
が
高
ま
り
、
使
用
者
代
表
、
労
働

者
代
表
、
学
識
経
験
者
に
よ
る
協
議

を
進
め
、
本
年
４
月
１
日
に
公
契
約

条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

丹
波
市
で
は
、
今
後
も
公
契
約
制

度
を
導
入
さ
れ
た
自
治
体
の
動
向
を

注
視
し
、
本
制
度
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
見
極
め
な
が
ら
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

（
福
岡
県
春
日
市
）

　

春
日
市
は
、
福
岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
の
地
域
性
か
ら
、
転
勤

世
帯
に
よ
る
転
出
入
が
多
い
と
い
う

特
徴
が
あ
り
、
地
域
と
の
連
携
が
希

薄
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

　

春
日
市
で
は
、
教
育
方
針
と
し
て
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
担
い
な
が
ら
教
育
力
を
高
め

る
と
い
う
こ
と
か
ら
『
共
育
（
と
も

に
育
て
る
）』と
い
う
理
念
の
も
と
に
、

平
成
17
年
度
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
、
学
力
向
上
、

規
範
意
識
の
向
上
な
ど
の
成
果
を
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

制
度
導
入
に
は
、
教
育
委
員
会
や

教
育
部
局
の
支
援
体
制
な
ど
様
々
な

課
題
解
決
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

丹
波
市
に
お
い
て
は
、
関
係
者
と
の

協
議
の
も
と
、
市
民
意
識
の
向
上
を

図
り
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組

み
、
前
に
進
め
る
こ
と
が
肝
要
と
考

え
ま
す
。

政
策
提
案
・
提
言
の
取
組
み
に
つ
い
て

特
色
あ
る
議
会
運
営
に
つ
い
て

（
長
野
県
松
本
市
）

Memo

委
員
会
行
政
視
察
報
告

本
市
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

調
査
・
研
究
す
る
た
め

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

４
月
22
～
23
日

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

５
月
12
～
13
日

▲議会運営委員会の視察

▲総務常任委員会の視察
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西
芦
田
浄
水
場
マ
ン
ガ
ン
流
出

事
故
と
東
芦
田
新
水
源
の
原
水

水
質
検
査
結
果
の
隠
ぺ
い
に
つ

い
て
　
　
　
　   （
中
間
報
告
書
）

事
件
の
経
過
（
概
要
）
に
つ
い
て

　　

東
芦
田
新
水
源
の
さ
く
井
工

事
が
完
成
し
、
西
芦
田
浄
水
場

へ
の
導
水
管
の
布
設
工
事
も
平

成
24
年
７
月
31
日
に
完
成
し
た

こ
と
か
ら
、
水
道
部
工
務
課
足

立
勝
宏
主
幹
と
百
木
稔
主
査
は
、

平
成
24
年
８
月
27
日
に
、
東
芦

田
新
水
源
の
原
水
を
西
芦
田
浄

水
場
に
送
り
、
洗
管
作
業
と
と

も
に
西
芦
田
水
源
の
源
水
と
ブ

レ
ン
ド
し
、
ろ
過
と
流
量
調
整

を
実
施
、
浄
水
後
の
水
を
採
取

し
水
質
検
査
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、

同
課
施
設
係
と
の
調
整
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
た
め
に
水
質
検

査
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
同
日

夕
刻
に
は
、
東
芦
田
新
水
源

の
ポ
ン
プ
を
停
止
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
他
業
務
が
重
な
っ

た
た
め
に
、
翌
日
８
月
28
日
午

前
９
時
30
分
ご
ろ
に
ポ
ン
プ
を

停
止
し
た
。

　

８
月
29
日
午
前
11
時
ご
ろ
、

青
垣
認
定
こ
ど
も
園
や
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
青
垣
な
ど
か
ら
濁
水
の

通
報
が
あ
り
、
現
地
を
確
認
し

水
抜
き
作
業
（
洗
管
）
を
行
っ

た
が
、
そ
の
時
点
で
は
原
因
が

特
定
で
き
な
か
っ
た
。
た
ま
た

ま
青
垣
認
定
こ
ど
も
園
で
汲
み

置
き
さ
れ
て
い
た
水
を
水
質
検

査
機
関
（
京
都
微
生
物
研
究
所
）

に
検
査
依
頼
し
、
平
成
24
年
９

月
６
日
付
け
で
届
い
た
分
析
結

果
報
告
書
で
、
マ
ン
ガ
ン
の
値

が
０
・
１
４
㎎
／
ℓ
と
、
基
準
値

（
０
・
０
５
㎎
／
ℓ
）
を
大
き
く

超
え
て
お
り
、
原
因
は
、
東
芦

田
新
水
源
の
マ
ン
ガ
ン
の
影
響

に
よ
る
濁
り
と
判
明
し
た
。

　

こ
の
マ
ン
ガ
ン
流
出
事
故
に

つ
い
て
、
当
時
の
藤
本
利
一
水

道
部
長
ら
は
、
平
成
24
年
９
月

10
日
開
催
の
産
業
建
設
常
任
委

員
会
に
お
い
て
、
マ
ン
ガ
ン
及

び
そ
の
化
合
物
の
数
値
が
高
い

こ
と
を
受
け
て
、「
直
ち
に
人
体

に
影
響
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
」

が
、
濁
水
の
原
因
は
、「
東
芦
田

原
水
の
マ
ン
ガ
ン
濃
度
が
、
高

く
な
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
」

と
説
明
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
同
部
長
ら
は
、
事

故
後
の
平
成
24
年
８
月
30
日
に

東
芦
田
新
水
源
さ
く
井
工
事
完

成
時
の
原
水
分
析
結
果
報
告
書

（
平
成
21
年
11
月
30
日
付
け
）
が

発
見
さ
れ
、
そ
の
存
在
が
分
か
っ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関

係
地
域
の
説
明
会
や
議
会
に
対

し
て
一
切
説
明
を
行
わ
ず
、
故

意
に
公
表
し
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
分
析
結
果
報
告

書
は
、
平
成
21
年
当
時
の
担
当

者
が
決
裁
も
受
け
ず
、
本
来
綴

じ
込
む
べ
き
フ
ァ
イ
ル
で
な
い

と
こ
ろ
に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
て

い
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
25
年
12
月
頃

に
は
、
西
芦
田
浄
水
場
で
東
芦

田
新
水
源
の
原
水
が
ブ
レ
ン
ド

さ
れ
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
、

複
数
の
議
員
か
ら
の
資
料
請
求

や
、
西
芦
田
浄
水
場
の
給
水
地

域
の
住
民
か
ら
平
成
24
年
８
月

の
事
故
前
の
東
芦
田
新
水
源
の

原
水
水
質
検
査
結
果
の
提
示
を

求
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

水
道
部
は
、
平
成
26
年
１
月
17

日
に
水
質
検
査
分
析
結
果
報
告

書
（
平
成
21
年
11
月
30
日
付
け
）

の
存
在
を
認
め
た
。

　

不
正
事
務
処
理
・
不
正
入
札
事
件
調
査
特
別
委
員
会
（
西
本
嘉
宏
委
員
長
）
は
、
平
成
26

年
１
月
臨
時
会
に
お
い
て
、
水
道
部
不
正
事
務
処
理
、
東
芦
田
新
水
源
水
質
検
査
結
果
隠
ぺ

い
及
び
消
防
本
部
不
正
入
札
事
務
に
係
る
事
項
を
調
査
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
地
方
自
治
法
第
98
条
第
１
項
及
び
同
法
第
１
０
０
条
第
１
項
の
権
限
を
議
会
か
ら
委
任

さ
れ
、
今
回
の
問
題
が
生
じ
た
原
因
を
徹
底
的
に
調
査
し
て
、
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
再
発
防
止
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
ま
ず
、「
東
芦
田
新
水
源
に
か
か
る
マ
ン
ガ
ン
流
出
事
故
、
水
質
検
査
結

果
の
隠
ぺ
い
に
関
す
る
事
項
」
か
ら
と
り
か
か
る
こ
と
と
し
、
一
定
の
調
査
が
済
み
次
第
、

順
次
「
水
道
部
不
正
事
務
事
件
」、「
消
防
本
部
不
正
入
札
事
件
」
を
調
査
す
る
こ
と
と
し
て

進
め
て
い
ま
す
。

　

今
般
、「
東
芦
田
新
水
源
に
か
か
る
マ
ン
ガ
ン
流
出
事
故
、
水
質
検
査
結
果
の
隠
ぺ
い
に
関

す
る
事
項
」
に
つ
い
て
、
一
定
の
調
査
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
６
月
25
日
の
定
例
会
で
中

間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。

  
不
正
事
務
処
理
・
不
正
入
札
事
件

　
　 
調
査
特
別
委
員
会
中
間
報
告
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明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
関
係

１　

西
芦
田
浄
水
場
に
お
け
る

マ
ン
ガ
ン
流
出
事
故
に
つ
い
て

（
１
）
平
成
26
年
２
月
10
日
の
議

員
総
会
に
お
い
て
、「
東
芦
田
新

水
源
の
基
準
値
以
上
の
マ
ン
ガ

ン
を
含
む
原
水
の
配
水
は
、
平

成
24
年
８
月
27
日
か
ら
29
日
に

か
け
て
で
あ
っ
た
」
と
説
明
し

て
い
た
が
、
こ
の
件
と
は
別
に
、

青
垣
温
水
プ
ー
ル
を
管
理
す
る

青
垣
支
所
長
か
ら
、
平
成
24
年

８
月
22
日
に
も
青
垣
温
水
プ
ー

ル
が
濁
る
事
態
が
発
生
し
て
い

た
件
を
水
道
部
に
報
告
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
、
平
成
24
年

８
月
20
日
か
ら
22
日
に
か
け
て

も
同
様
の
事
故
が
あ
っ
た
こ
と

が
判
明
し
た
。

（
２
）
平
成
24
年
８
月
20
日
か
ら

22
日
に
か
け
て
行
っ
た
と
さ
れ

る
作
業
内
容
は
、
①
東
芦
田
新

水
源
で
揚
水
を
開
始
、
西
芦
田

浄
水
場
ま
で
の
導
水
管
の
洗
管

作
業
、
②
西
芦
田
浄
水
場
内
の

導
水
管
の
仕
切
り
弁
開
閉
作
業
、

③
西
芦
田
浄
水
場
内
で
、
西
芦

田
水
源
と
東
芦
田
新
水
源
の
流

量
調
整
の
確
認
作
業
等
で
あ
っ

た
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

工
務
課
員
や
西
山
節
晴
施
設
係

長
に
も
、
洗
管
作
業
の
み
を
行

う
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。

　

一
方
で
、
藤
本
利
一
部
長
や

山
本
雅
彦
工
務
課
長
は
、
平
成

24
年
９
月
11
日
に
こ
の
事
故
を

知
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
事
実

関
係
を
詳
細
に
調
査
す
る
こ
と

な
く
、
ま
た
、
公
営
企
業
管
理

者
（
市
長
）
や
副
市
長
、
議
会
、

給
水
地
域
住
民
に
何
も
説
明
し

て
い
な
か
っ
た
。

（
３
）
東
芦
田
新
水
源
の
さ
く
井

工
事
が
完
成
し
た
後
、
原
水
の

水
質
検
査
を
行
っ
て
は
い
た
が

別
綴
に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
公
表

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
試

掘
時
の
デ
ー
タ
結
果
に
よ
り
「
青

垣
の
水
は
良
い
も
の
」
と
思
い

込
み
原
水
を
西
芦
田
浄
水
場
へ

送
水
し
た
。
し
か
も
、
そ
の
原

水
は
、
西
芦
田
浄
水
場
で
ブ
レ

ン
ド
さ
れ
浄
水
後
水
質
検
査
を

行
な
わ
な
い
ま
ま
給
水
さ
れ
て

い
た
。

（
４
）
水
道
技
術
管
理
者
も
、
水

道
法
第
19
条
に
も
と
づ
き
配
置

さ
れ
て
い
る
が
、
新
水
源
に
関

わ
る
水
質
検
査
や
施
設
検
査
な

ど
何
ら
確
認
も
せ
ず
給
水
を
開

始
し
て
お
り
、
ま
っ
た
く
そ
の

任
務
が
果
た
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
職
は
名
ば
か
り
で
形
式
的
・

形
骸
化
し
て
い
た
。

（
５
）
水
道
施
設
（
浄
水
場
な
ど
）

関
係
の
新
設
や
改
築
工
事
が
完

成
し
給
水
す
る
場
合
、
そ
の
前

に
県
保
健
所
に
給
水
開
始
届
け

を
提
出
し
て
か
ら
給
水
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
こ
れ
が
提
出
さ

れ
て
お
ら
ず
、
指
摘
さ
れ
て
は

じ
め
て
完
成
時
に
遡
り
提
出
し

て
い
た
も
の
が
あ
っ
た
。

（
６
）
東
芦
田
新
水
源
の
さ
く
井

工
事
完
了
に
伴
う
水
質
検
査
は
、

工
事
標
準
仕
様
書
に
も
示
さ
れ
、

受
託
業
者
で
あ
る
三
菱
マ
テ
リ

ア
ル
テ
ク
ノ
㈱
の
工
事
施
工
計

画
書
の
中
に
も
、「
揚
水
試
験
終

了
直
後
に
採
水
し
て
、
水
道
部

が
委
託
す
る
公
的
な
検
査
機
関

で
水
質
検
査
を
実
施
す
る
」
と

明
記
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
主
任
監
督
員
の
足

立
真
人
主
幹
は
、
同
検
査
は
市

が
行
な
う
も
の
で
あ
る
と
判
断

し
て
い
た
た
め
、
施
設
係
の
玉

水
秀
和
主
査
を
通
じ
て
、
緊
急

で
日
本
メ
ン
テ
ナ
ス
エ
ン
ジ
ニ

ヤ
リ
ン
グ
㈱
に
水
質
検
査
を
依

頼
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
検
査

に
係
る
費
用
（
２
万
１
０
０
０

円
）
に
つ
い
て
は
、
水
道
部
が

別
途
負
担
し
て
い
た
。

　

な
お
、
こ
の
検
査
の
採
水
に

つ
い
て
、
関
係
し
た
と
す
る
職

員
は
そ
の
立
会
を
否
定
せ
ず
「
記

憶
が
な
い
」
と
曖
昧
な
証
言
を

し
た
こ
と
か
ら
、
ど
の
職
員
が

立
ち
会
っ
た
か
特
定
で
き
な

か
っ
た
。

（
７
）
水
質
検
査
業
務
に
お
い
て
、

受
託
業
者
は
水
質
に
基
準
値
を

超
え
る
異
常
値
が
出
た
場
合
は
、

速
報
値
を
担
当
者
に
電
話
報
告

す
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
と
の

こ
と
か
ら
、
東
芦
田
新
水
源
の

原
水
に
つ
い
て
も
、「
同
様
の
手

続
き
を
し
た
は
ず
」
と
説
明
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
伝
え
た
と

さ
れ
る
玉
水
秀
和
主
事
は
、「
聞

い
て
い
な
い
」
と
証
言
し
、
食

い
違
い
が
あ
っ
た
。

（
８
）
平
成
21
年
11
月
30
日
付
で
、

日
本
メ
ン
テ
ナ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ヤ

リ
ン
グ
㈱
か
ら
、
東
芦
田
新
水

源
原
水
水
質
検
査
と
他
２
件
の

他
施
設
の
浄
水
水
質
検
査
が
一

緒
に
同
封
し
郵
送
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
封
筒
を
受
領
し
た
玉
水
秀

和
主
事
は
、
そ
れ
を
開
封
し
東

芦
田
水
源
の
分
析
結
果
報
告
書

を
別
件
と
区
別
し
た
上
で
足
立

真
人
主
幹
の
机
に
置
い
た
と
し

て
い
る
。

　

一
方
、
足
立
真
人
主
幹
は
、

当
初
「
何
も
見
ず
、
ど
こ
か
の

書
類
に
フ
ァ
イ
ル
し
た
」
と
答

え
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
「
結

果
表
を
さ
ー
と
見
た
」、「
マ
ン

ガ
ン
は
ち
ょ
っ
と
多
い
か
な
と

思
っ
た
程
度
の
認
識
だ
っ
た
」

な
ど
と
証
言
し
て
い
る
。

　

担
当
職
員
の
水
質
に
対
す
る

軽
薄
な
認
識
の
問
題
も
明
ら
か

に
な
っ
た
。
そ
の
上
こ
の
分
析

結
果
報
告
書
は
、
上
司
の
決
裁

を
と
ら
ず
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
て

い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。

（
９
）
平
成
24
年
度
の
水
質
検
査

実
施
計
画
に
お
い
て
東
芦
田
新

水
源
に
お
け
る
原
水
の
検
査
も

追
加
さ
れ
、
通
常
検
査
と
し
て

８
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
周
知
さ
れ
ず
、
そ
の
前
に
ブ

レ
ン
ド
作
業
や
洗
管
作
業
を
行

い
給
水
し
た
。

（
10
）
平
成
24
年
８
月
20
日
と
27

日
に
行
っ
た
東
芦
田
新
水
源
か

ら
の
送
水
準
備
に
係
る
一
連
の

作
業
は
、
水
道
部
と
し
て
重
要

な
作
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
工

務
課
内
の
工
務
係
と
施
設
係
の

綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
や
作
業
マ

ニ
ュ
ア
ル
（
水
道
維
持
管
理
指



議会報告会の開催結果 不正事務処理・不正入札事件調査特別委員会中間報告

17 162014.7　議会だより 2014.7　議会だより17 162014.7　議会だより 2014.7　議会だより

針
２
０
０
６
年
―
日
本
水
道
協

会
）
な
ど
に
よ
る
体
制
が
と
れ

て
お
ら
ず
、
何
事
も
担
当
者
任

せ
に
な
っ
て
い
た
。

（
11
）
平
成
18
年
度
に
策
定
さ
れ

た
丹
波
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
と
水

道
施
設
の
統
廃
合
計
画
は
、
平

成
27
年
度
を
最
終
年
度
と
し
て

平
成
19
年
度
か
ら
本
格
的
に
取

り
組
ま
れ
た
。
長
期
に
亘
る
大

規
模
事
業
で
あ
る
が
、
様
々
な

事
情
で
繰
越
事
業
も
多
く
な
り
、

水
道
部
で
は
職
員
体
制
強
化
の

声
も
あ
が
っ
て
い
た
。

２　

平
成
21
年
11
月
18
日
調
査

の
「
分
析
結
果
報
告
書
」
の
隠

ぺ
い
に
つ
い
て

（
１
）
平
成
24
年
８
月
29
日
の
濁

水
流
出
事
故
直
後
に
、
山
本
雅

彦
工
務
課
長
や
玉
水
秀
和
主
査

な
ど
は
、「
東
芦
田
水
源
の
さ
く

井
工
事
が
完
成
し
た
と
き
の
分

析
結
果
報
告
書
が
あ
る
は
ず
」

と
し
て
水
道
部
事
務
所
内
を
探

し
た
と
こ
ろ
、
さ
く
井
工
事
施

工
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
承
諾

願
・
施
工
計
画
綴
り
の
中
に
フ
ァ

イ
ル
し
て
あ
る
、
平
成
21
年
11

月
30
日
付
け
の
分
析
結
果
報
告

書
（
日
本
メ
ン
テ
ナ
ス
エ
ン
ジ

ニ
ヤ
リ
ン
グ
㈱
）
を
発
見
し
た
。

（
２
）
そ
の
後
、
藤
本
利
一
部
長

は
、
担
当
の
課
長
、
係
長
は
じ

め
幹
部
職
員
に
対
し
て
、「
今
頃

出
て
き
て
も
、
後
の
祭
り
に
な

る
」、「
こ
れ
ま
で
多
方
面
で
行
っ

て
き
た
説
明
と
異
な
る
」
と
話

し
、
公
表
し
な
い
こ
と
と
し
て
、

組
織
的
に「
隠
ぺ
い
」し
て
い
た
。

　

ま
た
、
当
時
の
上
司
で
最
高

責
任
者
で
あ
る
公
営
企
業
管
理

者
（
市
長
）
を
は
じ
め
、副
市
長
、

議
会
に
も
一
切
報
告
し
な
か
っ

た
。

問
題
点
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　
　１　

新
し
く
水
源
を
開
発
す
る

に
は
、
水
質
と
水
量
が
重
要
な

要
件
で
あ
る
が
、
水
量
を
重
視

す
る
あ
ま
り
、
事
前
に
周
辺
の

鉱
山
の
有
無
や
鉱
物
分
布
の
調

査
な
ど
の
情
報
を
十
分
精
査
し

て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
新
水

源
試
掘
時
で
の
水
質
検
査
が
何

ら
問
題
な
か
っ
た
た
め
に
、
ほ

と
ん
ど
の
関
係
職
員
は
、
本
井

戸
の
水
質
に
お
い
て
も
「
青
垣

の
水
は
良
い
も
の
」
と
思
い
込

み
、
何
の
疑
い
を
持
つ
こ
と
な

く
事
業
を
進
め
た
こ
と
が
問
題

で
あ
る
。

２　

さ
く
井
工
事
の
総
括
監
督

員
の
金
子
日
吉
係
長
や
主
任
監

督
員
の
足
立
真
人
主
幹
は
、
本

工
事
の
標
準
仕
様
書
に
記
載
の

「
水
質
検
査
は
連
続
揚
水
試
験
の

終
了
直
前
に
試
料
を
採
取
し
、

丹
波
市
水
道
部
が
委
託
し
て
い

る
公
的
機
関
に
お
い
て
分
析
を

実
施
す
る
こ
と
」、
ま
た
、
受
託

業
者
の
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
テ
ク

ノ
㈱
か
ら
提
出
さ
れ
た
工
事
施

工
計
画
書
に
記
載
の
「
揚
水
試

験
終
了
後
に
採
水
を
し
て
水
質

検
査
を
行
う
」
と
い
う
事
項
が

明
記
し
て
あ
る
こ
と
を
一
定
認

識
し
な
が
ら
も
、
何
ら
業
者
に

指
示
せ
ず
、
最
終
的
に
市
の
費

用
を
も
っ
て
水
質
検
査
を
依
頼

し
て
い
た
。

３　

東
芦
田
新
水
源
や
西
芦
田

浄
水
場
の
工
事
が
完
成
し
た
後

の
導
水
管
の
洗
管
作
業
、
流
量

検
査
、
水
質
検
査
な
ど
一
連
の

送
水
作
業
に
つ
い
て
、
作
業
手

順
の
打
ち
合
わ
せ
が
一
度
も
行

わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
上
司

も
そ
の
作
業
や
水
質
検
査
な
ど

の
決
裁
を
し
て
お
ら
ず
、
指
示
・

報
告
も
な
い
担
当
者
任
せ
の
作

業
等
が
行
わ
れ
て
い
た
。

４　

関
係
し
た
職
員
が
、
東
芦

田
新
水
源
の
原
水
を
西
芦
田
浄

水
場
で
ブ
レ
ン
ド
し
給
水
す
る

前
に
水
質
検
査
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
認
識
が
な

か
っ
た
こ
と
は
、
水
道
法
に
違

反
す
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

５　

東
芦
田
新
水
源
が
完
成
し
、

平
成
21
年
11
月
18
日
に
水
質
検

査
を
し
て
い
る
が
、
送
付
さ
れ

て
き
た
水
質
検
査
結
果
表
を
十

分
に
確
認
も
せ
ず
、
所
定
の
手

続
き
（
決
裁
）
も
取
ら
ず
別
の

フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
て
い
た
。
結

果
、
こ
の
こ
と
が
マ
ン
ガ
ン
流

出
事
故
や
原
水
検
査
分
析
結
果

表
の
隠
ぺ
い
行
為
に
波
及
し
た
。

６　
「
安
心
・
安
全
な
水
」
を

掲
げ
て
い
な
が
ら
、
職
員
へ
の

水
道
法
等
の
教
育
が
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
ま
た
、
届
出
等
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
意
識
が
な

か
っ
た
。

７　

水
道
法
第
19
条
に
基
づ
く

水
道
技
術
管
理
者
は
、
足
立
勝

宏
主
査
が
任
命
さ
れ
て
い
た
。

（
水
道
部
に
は
他
に
有
資
格
者
１

名
が
い
た
）
し
か
し
、
本
人
も

証
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
技
術

的
に
も
重
要
な
立
場
で
あ
る
こ

と
は
認
識
し
つ
つ
も
、
主
査
や

主
幹
が
水
道
技
術
管
理
者
で
は
、

課
長
や
係
長
等
上
司
へ
指
示
・

指
導
は
で
き
な
か
っ
た
。

８　

様
々
な
事
情
で
繰
越
事
業

も
多
く
な
り
単
年
度
の
事
業
費

が
膨
れ
て
い
く
中
で
、
国
県
の

補
助
事
業
や
合
併
特
例
債
等
の

関
係
で
進
捗
が
急
が
れ
、
水
道

部
で
は
職
員
体
制
強
化
の
声
も

あ
が
っ
て
い
た
が
、
十
分
対
応

し
て
い
な
か
っ
た
。

９　
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
大
き

な
目
的
は
、
水
道
施
設
の
統
廃

合
を
進
め
る
こ
と
で
、
安
心
・

安
全
な
水
道
水
を
広
く
市
民
に

安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

今
回
の
事
件
に
よ
っ
て
市
の
水

道
事
業
に
対
す
る
市
民
の
信
頼

は
大
き
く
失
わ
れ
、
水
道
統
合

整
備
事
業
の
進
捗
に
遅
れ
が
生

じ
て
い
る
。

（
注
）
職
員
の
職
名
は
当
時
の
も

の
で
す
。



議会報告会を
　　　開催しました
議会報告会を

　　　開催しました

●水道問題では平成 19 年からずっと悩んできた。今年も要望書出したが、機会あるごとに、
今の水を飲ませてほしいと言ってきた。地域住民の意向を十分汲み取っていただきたい。

●現在設置されている不正事務処理・不正入札事件調査特別委員会（100 条委員会）の結論
を早く出していただきたい。

●空き家の問題について、自治会から市に何とかしてほしいと言ってきたが、放置されたま
まで崩壊寸前である。

●空き家が増えている。使える空き家ならいいが、崩壊しそうな空き家でも、更地にするよ
り税金が安いから放置されている。市はこの対策を考えているのか。

●空き家情報の調査は個人情報が多く、対応が難しい。面倒なことをを自治会に振られても
困る。審議委員には予算がつくのに、調査を行う自治会にはボランティアでやれというのか。

●丹波市のごみ袋はとても高い。新しくクリーンセンターができれば、どれぐらいの値段に
なるのか早く知らせてほしい。

●学校統廃合で地域のシンボルであった小学校がなくなる。廃校問題についてどのように考
えているのか。

●問題行動を起こす生徒について、事態が大きくなるまで手が打てない現状を心配している。
問題解決能力を持った教育委員会をつくられるよう希望する。

みなさんの意見を
　　引き続き調査研究します
みなさんの意見を
　　引き続き調査研究します

　５月15日及び16日に、議員が３班に分かれて市内６会場で議会報告会を開催しました。
300 人（柏原 34 人・氷上 71 人・青垣 58 人・春日 38 人・山南 35 人・市島 64 人）
の市民のみなさんに参加いただき、３月定例会審議概要の議会報告を行い、市政な
どについて参加のみなさんと意見交換を実施しました。

　市民のみなさんからいただいた市行政に対する要望・提言等のうち、継続して調査を進める必要が
あるもの、または調査研究を行い、市政に反映するために政策形成方策の検討や議会外部評価への活
用を図る必要があると考えられるものについて、それぞれ所管の委員会で調査研究し、今後の政策提
言につなげていきます。

～市民から寄せられた主な意見～

議会報告会の開催結果 不正事務処理・不正入札事件調査特別委員会中間報告

17 162014.7　議会だより 2014.7　議会だより17 162014.7　議会だより 2014.7　議会だより



平成 25 年度政務活動費の公表

19 182014.7　議会だより 2014.7　議会だより19 182014.7　議会だより 2014.7　議会だより

会派名
（　）内は
所属議員

人
数 交付額

支　　　　　　出
支出合計 返還額

調査研究・研修費（下段：調査先と内容） 広報費 事務費ほか

公明党

藤原　悟
田坂幸恵

２
人 240,000

▼４月 18 日～ 19 日
　島根県海士町　離島発！地域再生への挑戦

▼ 10 月 15 日～ 16 日
　石川県羽咋市　羽咋市神子原での地域づくり
　福井県鯖江市　オープンデータ化への取組み
　福井県勝山市　福井県立恐竜博物館の事業推進など
　　　　　　　　NPO法人かつやま恐竜の森の取組み

▼ 11 月 11 日～ 12 日
　福岡県福岡市　いじめのない街づくりの取組み
　大分県臼杵市　女性防災士連絡協議会の取組み

▼１月 27 日
　京都府京丹後市　健康寿命の取組み、「京丹後」百寿人生レシピ

▼２月６日～７日（藤原）
　徳島県美波町　とくしまサテライトオフィスプロジェクト in 美波
　徳島県上勝町　（株）いろどりの取組み
　徳島県神山町　創造的過疎への挑戦（サテライトオフィス）
　兵庫県淡路市　のじまスコーラ

▼２月６日～７日（田坂）
　埼玉県坂戸市　健康増進（おいでおいで健康づくり）
　埼玉県川越市　すこやかプラン・川越

0 0 232,544 7,456

市民クラブ

山本忠利
木戸せつみ
土田信憲

３
人 360,000

▼４月 17 日～ 19 日
　秋田県能代市　学校統合の取組み、学力向上の取組み
　岩手県一関市　産業振興基本条例、農畜産物のブランド化
　秋田県横手市　空き家等の適正管理

▼７月 11 日
　兵庫県宍粟市　林業再生の取組み、森のゼロエミッション

▼８月 28 日
　兵庫県宍粟市　森林経営支援事業

▼ 11 月 11 日～ 12 日
　富山県黒部市　上下水道事業統合、下水道バイオマスエネルギー
　石川県七尾市
　定住促進各種助成制度、分譲宅地事業、合宿拠点整備事業

▼２月４日～５日
　鹿児島県霧島市
　「おじゃんせ霧島移住定住推進グループ」で推進している
　移住・定住施策
　鹿児島県日置市
　新規就農者への支援制度、グリーン・ツーリズムの取組み、
　農産物特産品の取組み

0 0 432,734 0

丹政クラブ

坂谷高義
岸田　昇

２
人 240,000

▼４月 17 日～ 19 日
　秋田県能代市　学校統合の取組み、学力向上の取組み
　岩手県一関市　産業振興基本条例、農畜産物のブランド化
　秋田県横手市　空き家等の適正管理

▼ 11 月 11 日～ 12 日
　富山県黒部市　上下水道事業統合、下水道バイオマスエネルギー
　石川県七尾市
　定住促進各種助成制度、分譲宅地事業、合宿拠点整備事業

▼２月４日～５日
　鹿児島県霧島市　
　「おじゃんせ霧島移住定住推進グループ」で推進している
　移住・定住施策
　鹿児島県日置市
　新規就農者への支援制度、グリーン・ツーリズムの取組み、
　農産物特産品の取組み

0 21,661 260,634 0

垣内廣明 １
人 120,000

▼ 11 月 11 日～ 12 日
　富山県黒部市　上下水道事業統合、下水道バイオマスエネルギー
　石川県七尾市
　定住促進各種助成制度、分譲宅地事業、合宿拠点整備事業

▼２月４日～５日
　鹿児島県霧島市　
　「おじゃんせ霧島移住定住推進グループ」で推進している
　移住・定住施策
　鹿児島県日置市　
　新規就農者への支援制度、グリーン・ツーリズムの取組み、
　農産物特産品の取組み

０ ０ 77,357 42,643

臼井八洲郎 １
人 120,000

▼４月 18 日～ 19 日
　島根県海士町　離島発！地域再生への挑戦　

▼２月６日～７日
　徳島県美波町　とくしまサテライトオフィスプロジェクト in 美波
　徳島県上勝町　（株）いろどりの取組み
　徳島県神山町　創造的過疎への挑戦（サテライトオフィス）
　兵庫県淡路市　のじまスコーラ

0 4,200 56,692 63,308

奥村正行 １
人 120,000 ▼２月８日～９日

　第37回『都市問題』公開講座「国土強靭化―その内実を問う」（東京都）

0 9,835 49,475 70,525

（単位：円）
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　政務活動費は、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、議会の会派
または会派に所属しない議員に対して交付されます。地方自治法の規定に基づき、交
付対象や交付額、交付の方法及び使途基準などについては、各自治体の条例で定める
ことになっています。
　丹波市議会では、議員１人当たり年 12 万円が交付されます。交付された政務活動
費に年度末で残額があった場合は、これを返還することになっています。また、交付
額を超える支出はそれぞれの会派、議員が負担しています。
　使い方については、研修会などへの参加費・先進地を調査するための旅費・調査研
究活動のための資料購入や資料作成など、議員の政務活動に役立てるよう各会派・議
員の責任において適正な執行に努めています。

平成 25 年度   政務活動費の収支を公表します

平成 25 年度政務活動費の公表

19 182014.7　議会だより 2014.7　議会だより19 182014.7　議会だより 2014.7　議会だより

会派名
（　）内は
所属議員

人
数 交付額

支　　　　　　出
支出合計 返還額

調査研究・研修費（下段：調査先と内容） 広報費 事務費ほか

日本共産党
議員団

西本嘉宏
西脇秀隆

２
人 240,000

▼８月３日～４日
　第 55回自治体学校 in 新潟
　「みんなでつくるホンモノの地方自治」（新潟県）

▼ 10 月 15 日～ 16 日
　石川県羽咋市　羽咋市神子原での地域づくり
　福井県鯖江市　オープンデータ化への取組み
　福井県勝山市　福井県立恐竜博物館の事業推進など
　　　　　　　　NPO法人かつやま恐竜の森の取組み

▼ 11 月 27 日
　兵庫県朝来市　保育料の軽減

▼２月６日～７日
　徳島県美波町　とくしまサテライトオフィスプロジェクト in 美波
　徳島県上勝町　（株）いろどりの取組み
　徳島県神山町　創造的過疎への挑戦（サテライトオフィス）
　兵庫県淡路市　のじまスコーラ

77,122 0 238,362 1,638

新生会

荻野拓司
平井孝彦
前川豊市
横田　親
林　時彦

５
人 600,000

▼４月 18 日～ 19 日
　島根県海士町　離島発！地域再生への挑戦

▼ 10 月 15 日～ 16 日
　石川県羽咋市　羽咋市神子原での地域づくり
　福井県鯖江市　オープンデータ化への取組み
　福井県勝山市　福井県立恐竜博物館の事業推進など
　　　　　　　　NPO法人かつやま恐竜の森の取組み

▼ 11 月 13 日～ 15 日
　第 18回清渓セミナー
　「人口減少社会における地域経営」ほか（東京都）

▼２月６日～７日
　徳島県美波町　とくしまサテライトオフィスプロジェクト in 美波
　徳島県上勝町　（株）いろどりの取組み
　徳島県神山町　創造的過疎への挑戦（サテライトオフィス）
　兵庫県淡路市　のじまスコーラ

0 0 644,202 0

新風会

太田喜一郎
太田一誠
足立克己

３
人 360,000

▼４月 17 日～ 19 日
　秋田県能代市　学校統合の取組み、学力向上の取組み
　岩手県一関市　産業振興基本条例、農畜産物のブランド化
　秋田県横手市　空き家等の適正管理

▼７月４日～５日
　平成 25年度市町村議会議員短期研修
　「第２回自治体決算を考える
　　～決算審査の新しいアプローチ～」（滋賀県）

▼７月 11 日
　兵庫県宍粟市　林業再生の取組み、森のゼロエミッション

▼ 11 月８日～９日
　全国災害ボランティア議員連盟研修会「神戸で考えよう」

▼ 11 月 11 日～ 12 日
　富山県黒部市　上下水道事業統合、下水道バイオマスエネルギー
　石川県七尾市
　定住促進各種助成制度、分譲宅地事業、合宿拠点整備事業

▼２月４日～５日
　鹿児島県霧島市
　「おじゃんせ霧島移住定住推進グループ」で推進している
　移住・定住施策
　鹿児島県日置市
　新規就農者への支援制度、グリーン・ツーリズムの取組み、
　農産物特産品の取組み

0 0 503,295 0

平成 25 年度　政務活動費収支一覧（平成 25 年４月～平成 26 年３月） （単位：円）
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俳句で、文化・創造のまちづくり
　　　　　

　　田ステ女俳句ラリー実行委員会　　　

会　長　村 上 　 清

　「雪の朝　二の字　二の字の下駄のあと」
　この句は、柏原で生まれた田ステ女の句として知
られています。
　平成９年が田ステ女300 回忌に当たるため、実行
委員会を立ち上げ、俳句ラリーを開催。今年で 18
回目となりました。
　ステ女が五男一女の母であったことから、開催日
を５月第２日曜日（母の日）とし、新緑の丹波のイ
ベントとして定着してきました。
　地元をはじめ、阪神間などから100名余りが参加。
広く交流を深めています。
　内容は、柏原町内を散策し、１人３句を投句。４
名の選者による入賞句の発表と表彰です。
　丹波が詠まれたたくさんの句から、丹波の魅力を
再発見することもしばしばです。
　丹波は、田ステ女のほかに西山泊雲、野村泊月、
片山桃史、細見綾子など、優れた俳人を輩出してい
ます。俳句を通して文化の香り高い地域づくりをす
すめ、後世につなげる文化の創造に寄与したいと考
えています。
　あと２年で俳句ラリー20 周年を迎えます。一層の
飛躍に向けて皆さまのご支援をお願い申し上げます。

▲５月の「母の日」は
　俳句ラリー

丹波市議会に期待すること
　　　　

　　　　　　青垣地域自治振興連合会

　　会　長　足 立 篤 夫

　私たち市民を取り巻く環境は、同じ丹波市でも地
域により大きく異なります。特に周辺部では少子高
齢化が進み、私の住む地域では小学校の統合が３年
後を目標に、準備委員会での協議が進められていま
す。かたや市の中心部では、新たな商業施設の進出
が相次ぎ一見華やかさが増しています。合併以前の
それぞれの地域の住民は 10年後のこの姿をどう予
測できたでしょうか。
　地域が輝き続けるとはどういう状況が必要なのか
と考えますと、いま日本のようにすべてが東京に一
極集中する状況を世界の国々と比較して特異な状況
と考える人も増えています。地域でも同じでないか
と考えます。周辺部に活力があってこそ中心部が栄
えます。広い丹波市で地域により言葉が違うように、
培われてきた伝統や文化も違います。財政に厳しさ
が増す中、単純な費用対効果で地域が切り捨てられ
るのではなく、地域の困難を解決するのが市行政の
責任と考えます。
　市議会議員の皆様一人ひとりが、プロの政治家と
して市民のためよりいっそうの活動を願うことを期
待します。

▲氷上西高が
　　　佐治小で体育祭

市民の投 稿市民の投 稿
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